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金
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高
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取
締
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社
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十
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（
㈲
富
山
メ
デ
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ア
ワ
ー
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代
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取
締
役
）

森
実
　
智
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（
ト
ヤ
マ
商
事
㈱
　
取
締
役
）

大
平
　
宏
則
（
㈱
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
　
代
表
取
締
役
）

澤
田
　
　
帝
（
良
久
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
）

　
近
藤
副
会
頭
は
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
、「
気
楽
に
す
す
め

ま
し
ょ
う
」
と
気
遣
わ
れ
る
中
、
始
ま
っ
た
。

　
43
歳
で
社
長
に
就
任
し
、
以
来
30
年
務
め
た
社
長
職
を
辞

し
、
今
年
会
長
と
な
ら
れ
た
近
藤
副
会
頭
は
、「
人
の
上
に
立

つ
人
が
、
信
頼
を
得
る
に
は
、
常
日
頃
の
付
き
合
い
を
大
事

に
し
、自
ら
が
す
す
ん
で
様
々
な
方
と
の
交
流
を
深
め
、特
に
、

仕
事
に
直
結
し
な
い
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

「
組
織
は
常
に
新
陳
代
謝
が
必
要
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
が
重
要
だ
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
た
。
ま
た
、
2
代
目
と
し

て
の
心
構
え
を
尋
ね
ら
れ
、

「
私
が
社
長
に
な
っ
た
時
は
、

あ
い
つ
が
継
い
だ
ら
会
社
が

潰
れ
る
、
と
言
わ
れ
た
。
し

か
し
、
時
代
の
変
化
を
見
極

め
、
自
分
の
思
い
を
一
所
懸

命
伝
え
て
、
な
ん
と
か
乗
り

切
っ
て
き
た
」と
語
ら
れ
た
。

大
先
輩
の
人
間
味
溢
れ
る
笑

顔
と
話
し
ぶ
り
に
、
参
加
者

は
心
地
よ
く
酔
っ
て
い
っ
た
。

　
居
酒
屋
談
義
は
、
髙
木
会
頭
か
ら
の
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン

で
「
乾
杯
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
最
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ

た
参
加
者
は
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
に
舌
鼓
を
打
つ
に
つ
れ
て

次
第
に
打
ち
解
け
、
会
話
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
会
頭
は
「
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
も
あ
っ

て
、
金
沢
は
観
光
客
が
増
大
し
大
変
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る

と
聞
く
。
し
か
し
、
富
山
は
金
沢
と
同
じ
土
俵
で
考
え
て
は

だ
め
だ
。
歴
史
や
文
化
の
違
い
を
踏
ま
え
て
差
別
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
内
に
は
全
国
に
誇
れ
る
祭
り
や
伝

統
文
化
が
数
多
く
存
在
す
る
。
特
に
、『
越
中
八
尾
お
わ
ら

風
の
盆
』
を
は
じ
め
、越
中
の
小
京
都
・
城
端
の
春
を
彩
る
『
城

端
曳
山
祭
』
は
素
晴
ら
し
い
」
と
、
県
内
各
地
の
祭
り
の
見

ど
こ
ろ
や
魅
力
を
語
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
参
加
者
か
ら
、
青
年
部
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ら
な
る
盛
り
上
げ
策
を

相
談
。
会
頭
は
中
心
市
街
地
な
ど
の
飲
食
店
を
テ
ー
マ
別
に

ま
と
め
、
観
光
客
向
け
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ま
ち
な
か
発
見
マ
ッ

プ
（
仮
称
）」
を
提
案
し
、「
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
ラ
ー

メ
ン
な
ど
を
実
際
に
試
食
し
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
を
感
想

な
ど
と
共
に
紹
介
す
る
手
作
り
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
費
用
も

あ
ま
り
掛
か
ら
な
い
し
、
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
。
若
い
人
が

自
ら
考
え
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
最
も
大
事
だ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
会
頭
は
就
職
を
決
め
た
大
学
時
代
に
簿
記
を
学

ん
で
銀
行
業
務
に
役
立
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
如
何

に
企
業
経
営
に
は
簿
記
の
知
識
が
重
要
で
あ
る
か
な
ど
、
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
も
説
か
れ
た
。
そ
し
て
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
放
っ
て
お
け
ば
変
化
に
対
応
で

き
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
産
業
が
空
洞
化
し
、
衰
退
し
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
地
場
産
業
の
活
性
化
や
ま
ち
お

こ
し
を
テ
ー
マ
に
青
年
部
と
談
義
の
機
会
を
持
ち
た
い
」
と

話
さ
れ
た
。

　
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
終
了
予
定
時
刻
に
な
っ
て
も
話

題
は
尽
き
ず
、
会
頭
は
参
加
者
と
所
を
変
え
て
、
さ
ら
に
熱

い
談
義
を
交
わ
さ
れ
た
。

副
会
頭

近
藤

駿
明

（
近
藤
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

「
仕
事
に
関
係
な
い
繋
が
り
を
大
切
に
」

﹇
参
加
者
﹈

居 酒 屋 談 義

「
き
っ
と
き
っ
と
居
酒
屋

　癒
し
家
」

富
山
市
桜
町
2
ー
1
ー
8

ブ
レ
イ
ン
桜
ビ
ル
3
F
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副
会
頭

河
上

弥
一
郎

（
河
上
金
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㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
ビ
ス
ト
ロ
酒
場

　や
な
ぎ
屋
」

富
山
市
内
幸
町
1
ー
14

会場

「
若
い
人
た
ち
に
は

　
　自
ら
考
え
て
行
動
に
移
し
て
欲
し
い
」
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役
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役
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役
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士
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﹇
参
加
者
﹈

第2回

正
副
会
頭
・
常
議
員
か
ら

　
　
　
　
　
　若
手
経
営
者
35
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
2
回
居
酒
屋
談
義
を
5
月
14
日
（
木
）、
19
日
（
火
）、
21
日
（
木
）
に
富
山
駅
周
辺
の
居
酒
屋
で

開
催
し
た
。
若
手
経
営
者
35
人
（
当
所
青
年
部
員
）
が
5
人
ず
つ
、
会
場
と
な
っ
た
7
軒
の
居
酒
屋
に

分
か
れ
、
各
会
場
に
1
人
ず
つ
陣
取
っ
た
正
副
会
頭
・
常
議
員
と
歓
談
し
た
。
そ
の
夜
、
人
生
経
験
豊

富
な
大
先
輩
た
ち
は
若
手
経
営
者
ら
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

会
頭髙

木

繁
雄

（
㈱
北
陸
銀
行
　
特
別
顧
問
）

「
四
六
八
ち
ゃ

　富
山
駅
前
店
」

富
山
市
桜
町
2
丁
目
1
ー
10

陽
光
堂
ビ
ル
地
下
1
F

会場

　
5
月
9
日
に
西
町
南
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

キ
ラ
リ
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
河
上
副
会
頭
は
再
開
発
組

合
の
理
事
長
と
し
て
19
年
間
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
。
今
回
の
談
義
は
こ
の
事
業
の
苦
労
話
か
ら
始
ま
り
、

参
加
者
は
大
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
副
会
頭
の
話
を
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
聞
い
た
。

　
副
会
頭
は
再
開
発
組
合
の
理
事
長
に
就
任
以
来
、
各
方
面

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
と
図
書
館
を
中
心
に

し
た
構
想
を
固
め
、
入
居
す
る
企
業
の
募
集
に
も
奔
走
さ
れ

た
。「
再
開
発
の
事
業
は
簡

単
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

誠
意
を
も
っ
て
接
し
、
信
頼

関
係
を
築
い
た
人
と
人
と
の

繋
が
り
に
よ
っ
て
道
が
開
け

て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と

の
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
い
く
つ
も
の
問
題
を
、

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
、
竣
工
式

を
迎
え
ら
れ
た
。

　
参
加
者
に
は
、
人
と
の
繋

が
り
の
重
要
性
を
改
め
て
実

感
す
る
談
義
と
な
っ
た
。

「
誠
意
を
も
っ
て
接
す
れ
ば
道
が
開
け
る
」

﹇
参
加
者
﹈

　
日
々
の
青
年
部
活
動
に
対
し
て
の
意
見
を
伺
え
る
貴
重
な
機

会
に
、
青
年
部
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
参
加

者
た
ち
は
、
各
々
の
熱
き
思
い
を
金
尾
副
会
頭
に
次
々
と
投
げ

か
け
た
。
副
会
頭
は
、
政
策
提
言
か
ら
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
至
る

ま
で
の
青
年
部
の
活
発
な
活
動
内
容
を
熱
心
に
聞
い
た
後
、「
商

工
会
議
所
（
親
会
）
と
青
年
部
が
別
組
織
で
あ
る
か
の
よ
う
な

意
識
が
強
く
出
過
ぎ
た
の
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
ど
こ
か
で
軌
道
修
正
し
、
商
工
会
議
所
は
組
織
と
し
て

更
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
そ
し
て
「
中
小
企
業
の

支
援
こ
そ
が
我
々
の
最
優
先

業
務
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　
談
義
で
は
、
お
互
い
の
普

段
の
思
い
を
率
直
に
ぶ
つ
け

合
う
こ
と
が
で
き
、
終
了
時

刻
に
な
っ
て
も
、
新
規
事
業

か
ら
お
す
す
め
の
お
店
の
話

ま
で
、
話
題
が
尽
き
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
副
会
頭
の
温

か
く
誠
実
な
人
柄
に
触
れ
、

参
加
者
も
「
親
会
と
の
関
係

を
強
化
し
、
更
な
る
地
域
貢

献
に
努
め
た
い
」
と
力
強
く

応
え
た
。

「
地
域
の
た
め
に
組
織
力
を
高
め
よ
う
」

﹇
参
加
者
﹈

特別企画

副
会
頭

金
尾

雅
行

（
富
山
港
湾
運
送
㈱
　
取
締
役
社
長
）

「
地
魚
地
酒

　う
お
清
」

富
山
市
新
富
町
1
ー
3
ー
9

会場
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近
藤
副
会
頭
は
、
に
こ
や
か
な
表
情
で
、「
気
楽
に
す
す
め

ま
し
ょ
う
」
と
気
遣
わ
れ
る
中
、
始
ま
っ
た
。

　
43
歳
で
社
長
に
就
任
し
、
以
来
30
年
務
め
た
社
長
職
を
辞

し
、
今
年
会
長
と
な
ら
れ
た
近
藤
副
会
頭
は
、「
人
の
上
に
立

つ
人
が
、
信
頼
を
得
る
に
は
、
常
日
頃
の
付
き
合
い
を
大
事

に
し
、自
ら
が
す
す
ん
で
様
々
な
方
と
の
交
流
を
深
め
、特
に
、

仕
事
に
直
結
し
な
い
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

「
組
織
は
常
に
新
陳
代
謝
が
必
要
。
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
が
重
要
だ
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら

れ
た
。
ま
た
、
2
代
目
と
し

て
の
心
構
え
を
尋
ね
ら
れ
、

「
私
が
社
長
に
な
っ
た
時
は
、

あ
い
つ
が
継
い
だ
ら
会
社
が

潰
れ
る
、
と
言
わ
れ
た
。
し

か
し
、
時
代
の
変
化
を
見
極

め
、
自
分
の
思
い
を
一
所
懸

命
伝
え
て
、
な
ん
と
か
乗
り

切
っ
て
き
た
」と
語
ら
れ
た
。

大
先
輩
の
人
間
味
溢
れ
る
笑

顔
と
話
し
ぶ
り
に
、
参
加
者

は
心
地
よ
く
酔
っ
て
い
っ
た
。

　
居
酒
屋
談
義
は
、
髙
木
会
頭
か
ら
の
差
し
入
れ
の
ワ
イ
ン

で
「
乾
杯
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
最
初
は
少
し
緊
張
気
味
だ
っ

た
参
加
者
は
、
美
味
し
い
ワ
イ
ン
に
舌
鼓
を
打
つ
に
つ
れ
て

次
第
に
打
ち
解
け
、
会
話
が
加
速
し
て
い
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
会
頭
は
「
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効
果
も
あ
っ

て
、
金
沢
は
観
光
客
が
増
大
し
大
変
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る

と
聞
く
。
し
か
し
、
富
山
は
金
沢
と
同
じ
土
俵
で
考
え
て
は

だ
め
だ
。
歴
史
や
文
化
の
違
い
を
踏
ま
え
て
差
別
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
内
に
は
全
国
に
誇
れ
る
祭
り
や
伝

統
文
化
が
数
多
く
存
在
す
る
。
特
に
、『
越
中
八
尾
お
わ
ら

風
の
盆
』
を
は
じ
め
、越
中
の
小
京
都
・
城
端
の
春
を
彩
る
『
城

端
曳
山
祭
』
は
素
晴
ら
し
い
」
と
、
県
内
各
地
の
祭
り
の
見

ど
こ
ろ
や
魅
力
を
語
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
参
加
者
か
ら
、
青
年
部
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ら
な
る
盛
り
上
げ
策
を

相
談
。
会
頭
は
中
心
市
街
地
な
ど
の
飲
食
店
を
テ
ー
マ
別
に

ま
と
め
、
観
光
客
向
け
に
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ま
ち
な
か
発
見
マ
ッ

プ
（
仮
称
）」
を
提
案
し
、「
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
ラ
ー

メ
ン
な
ど
を
実
際
に
試
食
し
、
お
す
す
め
の
飲
食
店
を
感
想

な
ど
と
共
に
紹
介
す
る
手
作
り
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
費
用
も

あ
ま
り
掛
か
ら
な
い
し
、
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
。
若
い
人
が

自
ら
考
え
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
最
も
大
事
だ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
会
頭
は
就
職
を
決
め
た
大
学
時
代
に
簿
記
を
学

ん
で
銀
行
業
務
に
役
立
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
如
何

に
企
業
経
営
に
は
簿
記
の
知
識
が
重
要
で
あ
る
か
な
ど
、
学

ぶ
こ
と
の
大
切
さ
も
説
か
れ
た
。
そ
し
て
、
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
放
っ
て
お
け
ば
変
化
に
対
応
で

き
ず
、
い
つ
の
ま
に
か
産
業
が
空
洞
化
し
、
衰
退
し
て
し
ま
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
地
場
産
業
の
活
性
化
や
ま
ち
お

こ
し
を
テ
ー
マ
に
青
年
部
と
談
義
の
機
会
を
持
ち
た
い
」
と

話
さ
れ
た
。

　
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
終
了
予
定
時
刻
に
な
っ
て
も
話

題
は
尽
き
ず
、
会
頭
は
参
加
者
と
所
を
変
え
て
、
さ
ら
に
熱

い
談
義
を
交
わ
さ
れ
た
。

副
会
頭

近
藤

駿
明

（
近
藤
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

「
仕
事
に
関
係
な
い
繋
が
り
を
大
切
に
」

﹇
参
加
者
﹈

居 酒 屋 談 義

「
き
っ
と
き
っ
と
居
酒
屋

　癒
し
家
」

富
山
市
桜
町
2
ー
1
ー
8

ブ
レ
イ
ン
桜
ビ
ル
3
F

会場

副
会
頭

河
上

弥
一
郎

（
河
上
金
物
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
ビ
ス
ト
ロ
酒
場

　や
な
ぎ
屋
」

富
山
市
内
幸
町
1
ー
14

会場

「
若
い
人
た
ち
に
は

　
　自
ら
考
え
て
行
動
に
移
し
て
欲
し
い
」

八
ッ
橋
朋
和
（
テ
レ
通
㈱
　
専
務
取
締
役
）

堀
　
　
律
夫
（
堀
石
材
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
）

橘
　
　
泰
行
（
ア
ー
ル
・
タ
チ
バ
ナ
㈱
　
専
務
取
締
役
）

佐
々
木
馨
一
（
㈲
佐
々
木
　
取
締
役
）

松
尾
壮
一
郎
（
㈱
富
士
総
合
保
険
サ
ポ
ー
ト
）

﹇
参
加
者
﹈

第2回

正
副
会
頭
・
常
議
員
か
ら

　
　
　
　
　
　若
手
経
営
者
35
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
2
回
居
酒
屋
談
義
を
5
月
14
日
（
木
）、
19
日
（
火
）、
21
日
（
木
）
に
富
山
駅
周
辺
の
居
酒
屋
で

開
催
し
た
。
若
手
経
営
者
35
人
（
当
所
青
年
部
員
）
が
5
人
ず
つ
、
会
場
と
な
っ
た
7
軒
の
居
酒
屋
に

分
か
れ
、
各
会
場
に
1
人
ず
つ
陣
取
っ
た
正
副
会
頭
・
常
議
員
と
歓
談
し
た
。
そ
の
夜
、
人
生
経
験
豊

富
な
大
先
輩
た
ち
は
若
手
経
営
者
ら
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

会
頭髙

木

繁
雄

（
㈱
北
陸
銀
行
　
特
別
顧
問
）

「
四
六
八
ち
ゃ

　富
山
駅
前
店
」

富
山
市
桜
町
2
丁
目
1
ー
10

陽
光
堂
ビ
ル
地
下
1
F

会場

　
5
月
9
日
に
西
町
南
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

キ
ラ
リ
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
、
河
上
副
会
頭
は
再
開
発
組

合
の
理
事
長
と
し
て
19
年
間
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
。
今
回
の
談
義
は
こ
の
事
業
の
苦
労
話
か
ら
始
ま
り
、

参
加
者
は
大
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
副
会
頭
の
話
を
引
き
込
ま

れ
る
よ
う
に
聞
い
た
。

　
副
会
頭
は
再
開
発
組
合
の
理
事
長
に
就
任
以
来
、
各
方
面

と
話
し
合
い
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス
美
術
館
と
図
書
館
を
中
心
に

し
た
構
想
を
固
め
、
入
居
す
る
企
業
の
募
集
に
も
奔
走
さ
れ

た
。「
再
開
発
の
事
業
は
簡

単
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

誠
意
を
も
っ
て
接
し
、
信
頼

関
係
を
築
い
た
人
と
人
と
の

繋
が
り
に
よ
っ
て
道
が
開
け

て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
」
と

の
言
葉
に
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
い
く
つ
も
の
問
題
を
、

多
く
の
人
た
ち
の
協
力
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
、
竣
工
式

を
迎
え
ら
れ
た
。

　
参
加
者
に
は
、
人
と
の
繋

が
り
の
重
要
性
を
改
め
て
実

感
す
る
談
義
と
な
っ
た
。

「
誠
意
を
も
っ
て
接
す
れ
ば
道
が
開
け
る
」

﹇
参
加
者
﹈

　
日
々
の
青
年
部
活
動
に
対
し
て
の
意
見
を
伺
え
る
貴
重
な
機

会
に
、
青
年
部
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
参
加

者
た
ち
は
、
各
々
の
熱
き
思
い
を
金
尾
副
会
頭
に
次
々
と
投
げ

か
け
た
。
副
会
頭
は
、
政
策
提
言
か
ら
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
至
る

ま
で
の
青
年
部
の
活
発
な
活
動
内
容
を
熱
心
に
聞
い
た
後
、「
商

工
会
議
所
（
親
会
）
と
青
年
部
が
別
組
織
で
あ
る
か
の
よ
う
な

意
識
が
強
く
出
過
ぎ
た
の
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
ど
こ
か
で
軌
道
修
正
し
、
商
工
会
議
所
は
組
織
と
し
て

更
に
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
そ
し
て
「
中
小
企
業
の

支
援
こ
そ
が
我
々
の
最
優
先

業
務
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　
談
義
で
は
、
お
互
い
の
普

段
の
思
い
を
率
直
に
ぶ
つ
け

合
う
こ
と
が
で
き
、
終
了
時

刻
に
な
っ
て
も
、
新
規
事
業

か
ら
お
す
す
め
の
お
店
の
話

ま
で
、
話
題
が
尽
き
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
副
会
頭
の
温

か
く
誠
実
な
人
柄
に
触
れ
、

参
加
者
も
「
親
会
と
の
関
係

を
強
化
し
、
更
な
る
地
域
貢

献
に
努
め
た
い
」
と
力
強
く

応
え
た
。

「
地
域
の
た
め
に
組
織
力
を
高
め
よ
う
」

﹇
参
加
者
﹈

特別企画

副
会
頭

金
尾

雅
行

（
富
山
港
湾
運
送
㈱
　
取
締
役
社
長
）

「
地
魚
地
酒

　う
お
清
」

富
山
市
新
富
町
1
ー
3
ー
9

会場
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勝
原
　
光
彦
（
勝
原
塗
装
㈱
　
代
表
取
締
役
専
務
）

大
森
　
宏
樹
（
写
真
の
大
森
　
代
表
）

中
川
　
武
秀
（
㈲
八
尾
興
業
　
取
締
役
）

青
木
　
啓
明
（
㈲
青
木
工
業
所
　
代
表
取
締
役
社
長
）

小
山
　
浩
二
（
小
山
浩
二
建
築
設
計
事
務
所
　
代
表
）

五
十
嵐
健
昇
（
五
十
嵐
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
）

蓑
輪
　
寿
宏
（
ミ
ノ
ワ
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
　
代
表
）

酒
井
　
克
宗
（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
富
山
中
央
）

村
家
　
幸
伸
（
む
ら
い
食
品
㈱
　
商
品
部
長
）

清
水
　
英
夫
（
㈲
ラ
イ
フ
福
祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス
　
専
務
取
締
役
）

五
十
嵐
勝
彦
（
菱
越
電
機
㈱
　
課
長
代
理
）

瀧
脇
　
克
之
（
ア
ス
ラ
ン
建
築
　
代
表
）

石
井
　
良
行
（
㈲
Ｗ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
　
代
表
取
締
役
）

田
村
　
　
忍
（
タ
ム
ラ
建
装
　
代
表
）　

髙
柳
　
　
良
（
お
墓
ド
ク
タ
ー
　
代
表
）

　
今
回
の
会
場
が
、
翠
田
副
会
頭
が
幼
少
期
を
過
ご
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
偶
然
に
驚
き
な
が
ら
、
経
営
者
と
し
て
の
心
構

え
な
ど
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
、「
仕
事
を
怖
が
ら
ず
に
人
一
倍
頑
張
れ
ば
、
自
ず
と

認
め
ら
れ
成
長
で
き
る
。
そ
し
て
仕
事
も
面
白
く
な
り
好
き
に

な
る
」
反
面
、「
仕
事
が
嫌
い
な
人
は
経
営
者
を
し
な
い
方
が

よ
い
」
と
き
っ
ぱ
り
と
断
言
さ
れ
た
。
ま
た
、「
緊
急
度
が
低

い
が
重
要
度
の
高
い
仕
事
を
す
る
の
が
経
営
者
で
あ
る
」と
も
。

「
緊
急
度
の
高
い
仕
事
は
部
下
に
任
せ
、
自
分
は
新
し
い
仕
事

や
、
商
工
会
議
所
活
動
な
ど

異
分
野
の
世
界
を
経
験
す
る

こ
と
で
大
い
に
成
長
で
き

る
。
一
方
で
は
部
下
の
育
成

に
な
り
、
会
社
も
大
き
く
成

長
す
る
」
と
力
説
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
自
社
で
行
っ

て
い
る
『
提
案
制
度
』
に
つ

い
て
は
、「
経
営
者
が
無
視

を
せ
ず
最
後
ま
で
関
わ
る
こ

と
が
重
要
」
と
語
ら
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
話
は
尽
き
ず
二
次

会
の
場
で
延
長
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

副
会
頭

翠
田

章
男

（
㈱
ト
ン
ボ
飲
料
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
緊
急
度
が
低
く
重
要
度
の
高
い
仕
事
を
」

﹇
参
加
者
﹈

居 酒 屋 談 義

「
旬
彩

　新
作
」

富
山
市
桜
町
1
ー
3
ー
11

A
I
ビ
ル
2
F

会場

常
議
員

須
垣

純
夫

（
富
山
ス
ガ
キ
㈱
　
代
表
取
締
役
会
長
）

「
居
酒
屋

　一
会
」

富
山
市
安
田
町
3
ー
8

会場

　
須
垣
常
議
員
は
青
年
部
の
第
７
代
会
長
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
大

先
輩
に
あ
た
る
。「
青
年
部
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
家
族
ぐ
る

み
の
付
き
合
い
は
今
も
続
い
て
い
る
。
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
子
供
た
ち

が
、今
は
経
営
者
と
し
て
立
派
に
や
っ
て
い
る
」と
目
を
細
め
ら
れ
た
。

　
談
義
で
は
「
若
手
経
営
者
に
は
財
務
を
勉
強
し
て
欲
し
い
」

と
何
度
も
口
に
さ
れ
、「
経
営
は
ゴ
ル
フ
と
同
じ
。
い
か
に
戦
略

を
立
て
て
ス
コ
ア
を
あ
げ
る
か
で
、
た
だ
振
り
回
せ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
経
常
利
益
よ
り
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

が
大
事
で
、
全
社
員
の
生
涯
賃
金
と
採
用
計
画
、
設
備
投
資
と

返
済
計
画
、
経
費
や
償
却
費

等
を
計
算
し
て
戦
略
を
練
る

の
が
社
長
の
役
目
」
と
語
ら
れ

た
。
ま
た
、
歴
代
会
頭
の
講
演

は
素
晴
ら
し
く
、「
青
年
部
時

代
に
聞
い
た
金
井
久
兵
衛
会

頭
の
『
個
と
全
体
の
調
和
』
の

話
は
40
年
経
っ
た
今
も
覚
え

て
い
る
。
髙
木
会
頭
等
の
良
い

話
が
聞
け
る
機
会
を
捉
え
て

経
営
に
、
そ
し
て
人
生
に
役
立

て
て
欲
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。

酌
み
交
わ
し
た
酒
と
と
も
に
、

参
加
者
の
心
に
染
み
た
。

「
経
営
者
に
一
番
必
要
な
の
は『
財
務
』」

﹇
参
加
者
﹈

　
冒
頭
、
高
杉
晋
作
や
吉
田
松
陰
な
ど
近
代
史
の
話
で
盛
り

上
が
り
、
中
井
常
議
員
は
「
近
代
史
を
知
ら
な
い
と
現
代
の

仕
事
は
出
来
な
い
」
と
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を

説
か
れ
た
。
ま
た
、
戦
略
的
に
行
っ
て
き
た
自
社
の
設
備
投

資
の
話
を
紹
介
し
、「
経
営
者
は
時
に
思
い
切
り
の
良
さ
が
大

事
」
と
し
な
が
ら
も
、「
夢
が
あ
れ
ば
理
想
を
も
て
る
。
理
想

が
あ
れ
ば
計
画
を
も
て
る
。
計
画
が
あ
れ
ば
利
益
が
発
生
す

る
。
故
に
、
夢
の
無
い
人
は
絶
対
に
成
功
し
な
い
」
と
熱
く

語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
散
歩
を
目
的
に
出
掛
け
た
者
は
富
士

山
に
は
登
れ
な
い
。
富
士
山

に
登
る
に
は
相
応
の
準
備
が

必
要
」
と
例
え
、
常
に
目
標

を
定
め
て
行
動
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
話
さ
れ
た
。

　
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
対
し

て
は
「
青
年
部
に
入
っ
た
か

ら
に
は
、
何
か
を
成
し
遂
げ

て
欲
し
い
。
仮
に
失
敗
し
た

と
し
て
も
今
後
の
糧
に
な
る

の
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
積
極

的
に
活
動
し
て
欲
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、
談
義
は

和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

「
夢
を
持
っ
て
行
動
」

﹇
参
加
者
﹈

常
議
員

中
井

敏
郎

（
東
亜
薬
品
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
飛
越
食
彩
こ
し
」

富
山
市
桜
町
2
ー
4
ー
2

M
E
L
ビ
ル
2
F

会場

談義後の

感想

　
感
想
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、「
経
営
者
と
し
て
必
要
な
も
の
を
感

じ
取
る
こ
と
が
出
来
た
」、
経
営
の
悩
み
を
抱
え
る
参
加
者
か
ら
、

「
経
営
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
短
い
時
間
の
居
酒
屋
談
義
の
中
で
、
正
副
会
頭
・
常
議

員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
若
手
経
営
者
ら
に
伝
わ
り
、
今
後
の
人

生
の
糧
と
な
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

顧客の立場に立ち仕事をする
大切さを語って頂き大変有意
義でした。この談義が広がれ
ば良いと思いました。（大森）

翠田副会頭に経営の悩みを直接
お話しできました。「艶」をキー
ワードに本質を捉える目をさら
に磨いていきます。（小山）

中井常議員の経験から話され
る言葉はどれをとっても心に
響きました。素晴らしい時間
を過ごせたことに感謝でいっ
ぱいです。（五十嵐勝彦）

日本の歴史を基盤とした
人としての思い、経営者
としての思いを語って頂
き、大変参考になりまし
た。（髙柳）

「経営者は常に売上や経費に神
経をはらい判断を下さなけれ
ばいけない」というお話が大
変参考になりました。（蓑輪）

青年部の大先輩でもある
須垣常議員の経験談に感
銘を受けました。しっか
り胸に刻み人生を歩もう
と感じました。（村家）

若い我々の話を金尾副会頭
に熱心に聞いてもらい、ア
ドバイスを頂きました。仕
事や地域貢献に一層邁進し
たいです。（五十嵐亮）

近藤副会頭のユーモア溢れる
語りと裏話で大変盛り上が
り、有意義な時間を過ごすこ
とができました。（長谷川）

髙木会頭がお持ちになった美味
しいワインを頂きながら興味深
い薀蓄を伺っていると、緊張も
和らぎ、楽しい時間を過ごすこ
とができました。（佐々木）

　
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、本
音
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
雰
囲
気
が
居
酒
屋
の
良
さ
。

今
回
の
居
酒
屋
談
義
に
参
加
し
た
若
手
経
営
者
ら
は
、ほ
ぼ
初
対
面
の
正
副
会
頭
・

常
議
員
が
語
る
経
験
に
基
づ
く
人
生
観
、
経
営
観
な
ど
の
話
か
ら
何
を
感
じ
取
っ

た
の
か
。
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

河上副会頭から「ＴＯＹＡＭＡ
キラリ」に関する貴重なお話
をうかがうことができ、富山
の歴史を知るよい機会となり
ました。（猿田）

商工とやま　2015.7……4



勝
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真
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村
　
　
忍
（
タ
ム
ラ
建
装
　
代
表
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髙
柳
　
　
良
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お
墓
ド
ク
タ
ー
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今
回
の
会
場
が
、
翠
田
副
会
頭
が
幼
少
期
を
過
ご
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
偶
然
に
驚
き
な
が
ら
、
経
営
者
と
し
て
の
心
構

え
な
ど
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
、「
仕
事
を
怖
が
ら
ず
に
人
一
倍
頑
張
れ
ば
、
自
ず
と

認
め
ら
れ
成
長
で
き
る
。
そ
し
て
仕
事
も
面
白
く
な
り
好
き
に

な
る
」
反
面
、「
仕
事
が
嫌
い
な
人
は
経
営
者
を
し
な
い
方
が

よ
い
」
と
き
っ
ぱ
り
と
断
言
さ
れ
た
。
ま
た
、「
緊
急
度
が
低

い
が
重
要
度
の
高
い
仕
事
を
す
る
の
が
経
営
者
で
あ
る
」と
も
。

「
緊
急
度
の
高
い
仕
事
は
部
下
に
任
せ
、
自
分
は
新
し
い
仕
事

や
、
商
工
会
議
所
活
動
な
ど

異
分
野
の
世
界
を
経
験
す
る

こ
と
で
大
い
に
成
長
で
き

る
。
一
方
で
は
部
下
の
育
成

に
な
り
、
会
社
も
大
き
く
成

長
す
る
」
と
力
説
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
自
社
で
行
っ

て
い
る
『
提
案
制
度
』
に
つ

い
て
は
、「
経
営
者
が
無
視

を
せ
ず
最
後
ま
で
関
わ
る
こ

と
が
重
要
」
と
語
ら
れ
た
。

ま
だ
ま
だ
話
は
尽
き
ず
二
次

会
の
場
で
延
長
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

副
会
頭

翠
田

章
男

（
㈱
ト
ン
ボ
飲
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代
表
取
締
役
社
長
）

「
緊
急
度
が
低
く
重
要
度
の
高
い
仕
事
を
」

﹇
参
加
者
﹈
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」
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常
議
員

須
垣
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（
富
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ス
ガ
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取
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役
会
長
）

「
居
酒
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　一
会
」

富
山
市
安
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須
垣
常
議
員
は
青
年
部
の
第
７
代
会
長
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
大

先
輩
に
あ
た
る
。「
青
年
部
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
家
族
ぐ
る

み
の
付
き
合
い
は
今
も
続
い
て
い
る
。
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
子
供
た
ち

が
、今
は
経
営
者
と
し
て
立
派
に
や
っ
て
い
る
」と
目
を
細
め
ら
れ
た
。

　
談
義
で
は
「
若
手
経
営
者
に
は
財
務
を
勉
強
し
て
欲
し
い
」

と
何
度
も
口
に
さ
れ
、「
経
営
は
ゴ
ル
フ
と
同
じ
。
い
か
に
戦
略

を
立
て
て
ス
コ
ア
を
あ
げ
る
か
で
、
た
だ
振
り
回
せ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
経
常
利
益
よ
り
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

が
大
事
で
、
全
社
員
の
生
涯
賃
金
と
採
用
計
画
、
設
備
投
資
と

返
済
計
画
、
経
費
や
償
却
費

等
を
計
算
し
て
戦
略
を
練
る

の
が
社
長
の
役
目
」
と
語
ら
れ

た
。
ま
た
、
歴
代
会
頭
の
講
演

は
素
晴
ら
し
く
、「
青
年
部
時

代
に
聞
い
た
金
井
久
兵
衛
会

頭
の
『
個
と
全
体
の
調
和
』
の

話
は
40
年
経
っ
た
今
も
覚
え

て
い
る
。
髙
木
会
頭
等
の
良
い

話
が
聞
け
る
機
会
を
捉
え
て

経
営
に
、
そ
し
て
人
生
に
役
立

て
て
欲
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。

酌
み
交
わ
し
た
酒
と
と
も
に
、

参
加
者
の
心
に
染
み
た
。

「
経
営
者
に
一
番
必
要
な
の
は『
財
務
』」

﹇
参
加
者
﹈

　
冒
頭
、
高
杉
晋
作
や
吉
田
松
陰
な
ど
近
代
史
の
話
で
盛
り

上
が
り
、
中
井
常
議
員
は
「
近
代
史
を
知
ら
な
い
と
現
代
の

仕
事
は
出
来
な
い
」
と
し
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を

説
か
れ
た
。
ま
た
、
戦
略
的
に
行
っ
て
き
た
自
社
の
設
備
投

資
の
話
を
紹
介
し
、「
経
営
者
は
時
に
思
い
切
り
の
良
さ
が
大

事
」
と
し
な
が
ら
も
、「
夢
が
あ
れ
ば
理
想
を
も
て
る
。
理
想

が
あ
れ
ば
計
画
を
も
て
る
。
計
画
が
あ
れ
ば
利
益
が
発
生
す

る
。
故
に
、
夢
の
無
い
人
は
絶
対
に
成
功
し
な
い
」
と
熱
く

語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
散
歩
を
目
的
に
出
掛
け
た
者
は
富
士

山
に
は
登
れ
な
い
。
富
士
山

に
登
る
に
は
相
応
の
準
備
が

必
要
」
と
例
え
、
常
に
目
標

を
定
め
て
行
動
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
話
さ
れ
た
。

　
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
対
し

て
は
「
青
年
部
に
入
っ
た
か

ら
に
は
、
何
か
を
成
し
遂
げ

て
欲
し
い
。
仮
に
失
敗
し
た

と
し
て
も
今
後
の
糧
に
な
る

の
で
、
失
敗
を
恐
れ
ず
積
極

的
に
活
動
し
て
欲
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、
談
義
は

和
や
か
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

「
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を
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」
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井
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感想

　
感
想
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、「
経
営
者
と
し
て
必
要
な
も
の
を
感

じ
取
る
こ
と
が
出
来
た
」、
経
営
の
悩
み
を
抱
え
る
参
加
者
か
ら
、

「
経
営
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

限
ら
れ
た
短
い
時
間
の
居
酒
屋
談
義
の
中
で
、
正
副
会
頭
・
常
議

員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
若
手
経
営
者
ら
に
伝
わ
り
、
今
後
の
人

生
の
糧
と
な
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

顧客の立場に立ち仕事をする
大切さを語って頂き大変有意
義でした。この談義が広がれ
ば良いと思いました。（大森）

翠田副会頭に経営の悩みを直接
お話しできました。「艶」をキー
ワードに本質を捉える目をさら
に磨いていきます。（小山）

中井常議員の経験から話され
る言葉はどれをとっても心に
響きました。素晴らしい時間
を過ごせたことに感謝でいっ
ぱいです。（五十嵐勝彦）

日本の歴史を基盤とした
人としての思い、経営者
としての思いを語って頂
き、大変参考になりまし
た。（髙柳）

「経営者は常に売上や経費に神
経をはらい判断を下さなけれ
ばいけない」というお話が大
変参考になりました。（蓑輪）

青年部の大先輩でもある
須垣常議員の経験談に感
銘を受けました。しっか
り胸に刻み人生を歩もう
と感じました。（村家）

若い我々の話を金尾副会頭
に熱心に聞いてもらい、ア
ドバイスを頂きました。仕
事や地域貢献に一層邁進し
たいです。（五十嵐亮）

近藤副会頭のユーモア溢れる
語りと裏話で大変盛り上が
り、有意義な時間を過ごすこ
とができました。（長谷川）

髙木会頭がお持ちになった美味
しいワインを頂きながら興味深
い薀蓄を伺っていると、緊張も
和らぎ、楽しい時間を過ごすこ
とができました。（佐々木）

　
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
、本
音
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
雰
囲
気
が
居
酒
屋
の
良
さ
。

今
回
の
居
酒
屋
談
義
に
参
加
し
た
若
手
経
営
者
ら
は
、ほ
ぼ
初
対
面
の
正
副
会
頭
・

常
議
員
が
語
る
経
験
に
基
づ
く
人
生
観
、
経
営
観
な
ど
の
話
か
ら
何
を
感
じ
取
っ

た
の
か
。
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

河上副会頭から「ＴＯＹＡＭＡ
キラリ」に関する貴重なお話
をうかがうことができ、富山
の歴史を知るよい機会となり
ました。（猿田）
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